
｢急性期病院と在宅医療の現場の連携｣研修会を開催しました 
 

５月21日(土)、刈谷医師会・国立長寿医療研究センターと合同で「急性期病院と在宅医療の現場の連携」

と題した研修会を開催しました。刈谷市、知立市、高浜市にも共催をいただき、当院職員および地域の医

療・介護従事者、行政関係者など174名の方が参加されました。 

研修会は講演とグループワークの二部構成で行いました。講演では大変興味深い内容をお話しいただき、

グループワークでは模擬事例を使った退院カンファレンスを行いました。医師や看護師、医療ソーシャル

ワーカー、薬剤師、ケアマネジャーなど、職種が偏らないように約10人の多職種でグループを作り、大変

活発な意見が交わされました。参加の皆さまにも満足していただけたようで、生き生きとした表情の方が 

たくさんいらっしゃいました。 

病院や地域で働く同職種が他職種を交えて一緒に研修する機会はあまりなく、フィールドの違いや職種

の違いを理解した上での連携につながる、とても良い研修になったと思います。研修会の詳細につきまし

ては、別紙にてご報告いたしますのでぜひご覧ください。 

今後も、さまざまな形で「地域連携」の推進に貢献していきたいと考えています。ご意見、ご要望がござい

ましたら、遠慮なく地域連携室にお寄せください。 
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 ◆ 地域医療・総合相談センターより 

地域医療・総合相談センター 総合相談室 室長  高麗 彰子 
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● 地域医療連携 ● 

平成26年10月１日に全室個室20床の緩和ケア病棟をオープンし、この秋には開棟から２年を  
迎えます。  

「あなたらしく生きる。」 
これは、緩和ケア病棟の理念です。がんなどの悪性腫瘍を患った患者さんが最後までその人ら
しく尊厳をもってお過ごしいただけるよう、日々サポートしております。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆ 診療実績 
 

平成26年度は半年間で入院122名（うち６名が他院からの転院）、死亡退院が101名でした。 
平成27年度は入院197名、死亡退院は前年度からの入院患者さんを含む205名でした。開棟２年
目に入り院内で周知され、全症例が当院主治医から依頼を受けた一般病棟からの転入でした。 
 
入院依頼から転入までの待機日数は平均5.8日、 
平均在院日数は30.5日、平均病床利用率は 
93.7%でした。 
 
表１のとおり、がん種別内訳は大腸がん37名、 
肺がん35名、胃がん25名の順でしたが、がん診療 
に携わる全診療科から紹介を受けております。 
 

 

 

◆ 緩和ケア病棟へのご紹介について 
 

地域医療機関の先生方におかれましては、５大がん地域連携パスなどで日頃から当院 と連携を
とっていただき、ありがとうございます。  

病棟におきましては開棟以来ほぼ満床で、外来から直接緩和ケア病棟にご入院いただくことは
難しい状況です。急変時には救急外来経由でまず一般病棟にご入院いただき後日、緩和ケア病
棟へ転入していただいています。緩和ケア病棟への入院を希望される患者さんがいらっしゃいま
したら、その都度ご相談ください。今後ともよろしくお願い 申し上げます。  

緩和ケア病棟のご紹介 
疼痛緩和ケア科 部長  梶野 友世 

２棟 屋上庭園 
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がん種別入院患者数（平成27年度） 

病室（個室） 季節の催し（病棟ラウンジ） 

表１ 

入院の対象となる方 
  ・ 余命予測１～２カ月の終末期がん患者の方 
  ・ 積極的な抗がん治療（手術や化学療法、放射線治療など）の適応のない方 
  ・ 苦痛症状が強い方 
  ・ 介護力の問題などにより入院療養を希望される方              など 

屋上庭園の写真は、HPで使用して
いるものに変更しました。 

せっかく病棟理念があるので、追
加しました。 
情報はHPを参考にしました。 

（人） 



◆ ISO15189とは？ 
  

ISO15189とは、臨床検査室が厳格な品質管理に基づいた国際水準の検査値を提供して 

いることを実証する国際規格です。 

この規格は【管理上の要求事項】と【技術的要求事項】から構成され、「品質マネジメント 

システムは適切か？」「顧客中心のサービスが提供されているか？」「十分な知識と力量 

をもった技師が検査を行っているか？」「精確な測定値であることをチェックしているか？」 

といったことが公益社団法人 日本適合性認定協会によって審査されます。書類審査だけ 

でなく、検査技術についても審査が行われます。 

認定施設においては、４年毎に実施される更新審査の間に現地でのサーベイランスを２回 

受け、継続して「適合」と認定されることが求められます。また、審査とは別に臨床検査室 

のスタッフが年２回自ら内部監査を行い、常に継続的な改善・品質・技術の維持に努めて 

います。 

 

◆ 認定の経過 
  

臨床検査・病理技術科は、これまで「検査の標準化」「質の確保と維持」「迅速な結果報告」に努めてまいりました。

2010年の初回認定後は、2014年・2016年に拡大認定を取得しました。 

2016年8月現在、ISO15189全ての認定項目を取得している施設は、全国で当院と東京大学医学部附属病院の   

２施設のみです。 
   

 

 

 

 

 

◆ 取得の効果 
  

• 認定規格に沿って作成された検査手順書に従って検査が行われるため、検査手技が標準化され 

  スタッフ間の技術差がなくなります。 

  （心電図検査の電極装着位置、心エコー検査の検査画像、計測数値、肺機能・脳波検査など） 

• 検査技術の力量が３カ月ごとに内部評価され、スタッフの技術向上に役立ちます。 

• 生理検査スタッフの検査手技が外部審査員により確認・評価され 

  検査技術が保証されます。 

• 検査機器の点検管理が厳重になり、精度の高い検査機器を使用 

  した検査ができます。 

• 検査環境の管理が厳重になり、検査室の温度や湿度が管理され 

  適切な検査環境を保持できます。 

 
 

これからもより一層、品質管理と技術向上に努め、 

患者の皆さまに良質なサービスを提供いたします。 

◆ ＰＩＣＫ ＵＰ！◆ 

臨床検査・病理技術科の取り組み （ISO15189） 

検査に関して困っていることや質問などがありましたら、お気軽にご相談ください 

 
 
 

生理検査項目  TEL. 0566-25-8117 <直通> 
その他の項目  TEL. 0566-25-2946 <直通> 

刈谷豊田総合病院 臨床検査・病理技術科 

《ISO15189認定の経過》 

• 2010年11月 生化学検査／血液学検査／免疫学的検査／尿・糞便検査／微生物学的検査 認定取得 

• 2014年11月 特定健診（メタボリックシンドローム健診）に関する検査／病理学的検査 認定取得 

• 2016年 6月 生理検査（心電図検査／心エコー検査／肺機能検査／脳波検査） 認定取得 

臨床検査・病理技術科 リーダー 井上 健二 
執筆者名を追加してください。 



 研修・セミナーのご案内 

地域連携室（医療連携グループ）TEL：0566-25-8304 FAX：0566-27-6956 

             （在宅支援グループ）TEL：0566-25-8168 FAX：0566-27-6956 

発行日／平成28年8月12日   発行元／地域連携室 〒448-8505 愛知県刈谷市住吉町5丁目15番地 

● 認知症サポーター養成講座 
  地域で活躍できる認知症サポーターを養成する研修会 

  【日 時】  平成２８年 ９月１６日（金） 午後５時１５分～６時３０分 

  【会 場】  診療棟５階 第１・２会議室 

  【対象者】  医療・介護に関わるスタッフ 

  【問い合わせ】０５６６－２５－８３０４ ＜地域連携室＞ 

● スペシャリスト研修 
  看護ケアについて専門領域の知識・技術を共に学び、質の高い看護について語り合う研修会 

  【日 時】  平成２８年１１月１２日（土）・２６日（土） 午後１時～３時４５分 

         ※より多くの方に参加いただけるよう、同じ内容を２回開催いたします。 

  【会 場】  診療棟５階 第１～５会議室 

  【対象者】  病院従事者・在宅ケア従事者 

  【内 容】  救急看護、摂食・嚥下障害看護、認知症看護、感染管理、皮膚・排泄ケア 

         糖尿病看護、がん看護など 

  【問い合わせ】０５６６－２５－７３４０ ＜看護部(担当：新中崎)＞ 

● 刈谷連携キャンパス （KRC） 
  【テーマ】  「みんなの摂食嚥下リハ ～健康寿命と経口寿命～」 

  【日 時】  平成２８年１１月 ５日（土） 午後２時３０分～４時 

  【会 場】  診療棟５階 第１・２会議室 

  【対象者】  医療・介護・福祉関係者 

  【問い合わせ】０５６６－２５－８０２５ ＜リハビリテーション科＞ 

● 訪問看護呼吸ケア勉強会 
  肺機能が弱い患者さんや在宅酸素療法を行っている患者さんのより良い訪問看護ケアのための勉強会  

  【日 時】  平成２８年１０月 ７日（金） 午後６時～７時 

  【会 場】  診療棟５階 第４会議室 

  【対象者】  主に在宅呼吸ケアに関わる訪問看護ステーションのスタッフ、在宅呼吸ケアに   

         興味のある医療・介護スタッフ 

  【問い合わせ】０５６６－２５－８３０４ ＜地域連携室＞ 

● 訪問看護呼吸ケアケーススタディ 
  【日 時】  平成２８年 ９月 ２日（金） 午後４時～６時 
         平成２８年１１月 ４日（金） 午後４時～６時 
  【会 場】  診療棟３階 内科外来 
  【対象者】  在宅呼吸ケア症例を担当中の訪問看護ステーション、介護系スタッフの方など 
  【問い合わせ】０５６６－２５－８３０４ ＜地域連携室＞ 
         ※施設ごとに開催時間が異なりますので、新たに参加を希望される方は事前にご連絡ください。 

● がん診療に携わる医師のための緩和ケア研修会 （PEACE project） 
  がん診療に携わる２次医療圏内の医師を対象に、緩和ケアの基本事項について講義・グループワーク・ロール 

  プレイの３つの形式で研修を行います。２日間の研修修了者には、厚生労働省の修了証が発行されます。 

  【日 時】 ①平成２８年 ９月１８日（日）・１９日（月・祝） 午前９時～午後５時 

        ②平成２９年 ２月１１日（土）・１２日（日） 午前９時～午後５時 

  【会 場】 診療棟５階 第１・２会議室 

  【対象者】 がん診療に携わる２次医療圏内の医師（各回定員２４名）※要事前申込 

  ≪ 申込方法など詳細はホームページでご案内いたします ≫ 

発行日をご確認ください。 


